
次
世
代
へ
責
任
あ
る
選
択

問　

物
価
高
騰
や
社
会
保
障
費

の
増
加
、
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
イ
ン
フ
ラ
更
新
需
要
が
重

な
る
。
今
を
支
え
る
施
策
と
将

来
負
担
の
抑
制
と
の
両
立
を
ど

の
よ
う
に
図
る
の
か
問
う
。

答　

施
策
の
柱
を
子
ど
も
・
環

境
・
平
和
・
若
者
の
４
つ
と
し
、

具
体
的
な
施
策
を
着
実
に
積
み

重
ね
る
。
学
校
施
設
の
更
新
や

道
路
整
備
な
ど
は
借
入
れ
と
償

還
の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
公
債

費
管
理
の
徹
底
に
取
り
組
む
。

デ
ジ
タ
ル
化
と
高
齢
者

問　

行
政
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
中
で
、

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
へ
の

対
面
支
援
の
維
持
は
ど
う
確
保

す
る
の
か
問
う
。

答　

デ＊

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
解

消
に
向
け
た
取
組
を
行
う
。

若
者
の
奨
学
金
負
担
を
半
減
へ

問　

若
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
取
組
と
し
て
期
待
す
る

奨
学
金
返
還
支
援
だ
が
、
本
市

な
ら
で
は
の
特
徴
は
。

答　

支
援
額
を
返
還
額
の
２
分

の
１
と
し
、
年
間
10
万
円
を
限

度
に
支
援
。
年
間
２
回
の
申
請

で
、そ
の
都
度
交
付
を
行
う
予

定
。

認
知
症
ケ
ア
は
身
近
な
課
題

問　

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
一
般

家
庭
や
看
護
現
場
へ
の
普
及
目

標
を
問
う
。

答　

普
及
目
標
や
効
果
は
（
仮

称
）
西
東
京
市
認
知
症
施
策
推

進
計
画
の
中
で
整
理
す
る
。

W
i

-

F
i
整
備
と
災
害
時
活

用

問　

W
i

-

F
i
整
備
に
当
た

り
、
災
害
時
の
活
用
は
ど
の
程

度
想
定
し
て
い
る
の
か
問
う
。

答　

優
先
順
位
の
整
理
に
当
た

り
災
害
時
の
一
時
滞
在
施
設
に

指
定
さ
れ
て
い
る
か
を
一
つ
の

要
素
と
し
て
考
慮
し
て
い
る
。

「
公
共
交
通
」
は
生
活
の
足

問　

は
な
バ
ス
や
公
共
交
通
空

白
地
域
の
対
策
に
つ
い
て
、
持

続
可
能
な
公
共
交
通
を
ど
の
よ

う
に
確
保
し
て
い
く
の
か
問
う
。

答　

は
な
バ
ス
の
目
標
設
定
は

収
支
率
50
％
と
し
て
い
る
。
公

共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
に
向

け
、
新
し
い
移
動
手
段
の
検
討

も
含
め
、
地
域
公
共
交
通
会
議

の
中
で
検
討
・
検
証
す
る
。

個
人
事
業
主
等
へ
の
支
援

意
見　

地
域
経
済
を
支
え
る
多

様
な
働
き
方
を
踏
ま
え
、
個
人

事
業
主
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
も
含

め
た
支
援
の
充
実
を
求
め
る
。

中
学
校
の
部
活
動

問　

働
き
方
改
革
は
教
育
環
境

の
充
実
と
子
ど
も
の
学
び
に
直

結
す
る
。
部
活
動
の
地
域
移
行

に
お
け
る
市
の
取
組
は
。

答　

令
和
８
年
度
か
ら
運
動
部

の
一
部
を
民
間
団
体
に
委
託
し
、

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
を
試
行
的
に

実
施
す
る
。
生
徒
の
活
動
機
会

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
教
員

の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
く
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進

問　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

答　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
講
座
や
大
会

を
実
施
し
、
今
後
は
地
区
別
対

抗
戦
等
も
予
定
し
て
い
る
。

情
報
発
信
の
強
化

問　

Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
だ

け
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ

た
情
報
提
供
も
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
と
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
問
う
。

答　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
防
災
メ
ニ
ュ

ー
拡
充
や
配
信
方
法
の
見
直
し

を
行
っ
た
。
Ｘ
で
は
新
た
な
企

画
を
開
始
し
、
動
画
も
ロ
ゴ
導

入
な
ど
改
善
を
行
い
、
発
信
強

化
に
努
め
て
い
る
。

▶�

市
公
式
L
I
N
E
の
防
災
情
報

メ
ニ
ュ
ー
画
面

ピ
ー
ポ
く
ん
の
家
に
つ
い
て

問　

地
域
で
子
ど
も
の
命
と
健

康
を
守
る
環
境
を
整
え
る
上
で

「
子
ど
も
110
番
ピ
ー
ポ
く
ん
の

家
」
事
業
は
重
要
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
問
う
。

答　

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り
や
防
犯
意
識
の
向
上
の
た
め

に
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
、
支
援
し
て
い
る
。

新
学
期
ま
で
に
道
路
整
備
を

問　

通
学
路
の
白
線
の
点
検
・

整
備
や
自
転
車
の
ル
ー
ル
強
化

に
伴
う
市
内
道
路
の
補
修
・
整

備
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
を
望

む
。

答　

警
察
の
所
管
と
な
る
部
分

が
多
い
が
、
新
１
年
生
が
通
学

す
る
新
学
期
に
間
に
合
う
よ
う

に
田
無
警
察
署
に
要
望
す
る
と

と
も
に
市
も
協
力
し
て
取
り
組

む
。

優
秀
な
職
員
の
流
出
を
防
ぐ

問　

市
職
員
の
地
域
手
当
は
東

京
23
区
20
％
、
武
蔵
野
市
18
％
、

そ
れ
以
外
の
多
摩
25
市
が
16
％

と
多
摩
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

市
長
が
先
頭
に
立
ち
東
京
都
へ

要
望
す
る
こ
と
を
望
む
。

答　

他
自
治
体
の
動
向
を
引
き

続
き
注
視
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
料
の
引
上
げ

問　

物
価
高
騰
な
ど
苦
境
の
中

で
な
ぜ
今
保
険
料
を
引
き
上
げ

る
の
か
。
市
は
国
の
言
い
な
り

と
な
り
、
赤
字
解
消
の
方
針
に

従
っ
て
繰
入
れ
を
削
り
、
市
民

に
痛
み
を
押
し
つ
け
て
い
る
。

国
保
の
構
造
的
欠
陥
を
国
に
正

さ
せ
る
べ
き
だ
。
値
上
げ
案
の

撤
回
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

答　

都
の
保
険
料
統
一
化
や
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮

問
し
、
答
申
が
出
た
た
め
改
定

の
判
断
を
し
た
。

問　

市
民
は
限
界
で
こ
れ
以
上

の
引
上
げ
に
納
得
し
て
い
な
い
。

国
民
健
康
保
険
財
政
健
全
化
計

画
で
年
収
400
万
円
の
モ
デ
ル
世

帯
で
は
、
最
終
的
に
は
年
額
い

く
ら
に
な
る
の
か
。

答　

58
万
８
千
900
円
だ
。

意
見　

収
入
の
約
14
％
が
国
保

料
で
消
え
て
し
ま
う
。
市
民
を

困
窮
さ
せ
る
改
革
は
根
本
か
ら

見
直
す
べ
き
だ
。

学
童
ク
ラ
ブ

問　

学
童
ク
ラ
ブ
の
過
密
化
が

深
刻
だ
。
過
密
化
解
消
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。
放
課
後
子
供

教
室
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

タ
イ
ム
シ
ェ
ア
や
小
学
校

内
の
整
備
、
教
育
委
員
会
や
学

校
と
調
整
を
図
り
過
密
化
の
解

消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

意
見　

放
課
後
子
供
教
室
と
の

連
携
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
タ
イ

ム
シ
ェ
ア
に
頼
ら
な
い
施
設
整

備
を
求
め
る
。

保
谷
庁
舎
敷
地
活
用

問　

保
谷
庁
舎
に
子
ど
も
の
施

設
が
で
き
て
も
有
料
だ
と
わ
か

る
と
が
っ
か
り
し
て
し
ま
う
。

市
で
、
無
料
で
遊
べ
る
ス
ペ
ー

ス
や
中
学
生
の
居
場
所
を
整
備

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

民
間
事
業
者
の
整
備
な
の

で
市
が
行
う
こ
と
は
難
し
い
。

意
見　

市
の
子
ど
も
条
例
に
は

「
困
難
な
状
況
に
あ
る
子
ど
も

の
参
加
を
大
事
に
す
る
ま
ち
に

す
る
」
と
あ
る
。
無
料
で
遊
べ

な
い
の
は
こ
の
精
神
に
反
す
る

の
で
は
な
い
か
。
子
ど
も
条
例

の
重
み
を
か
み
し
め
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
利

用
で
き
る
方
法
を
考
え
る
べ
き
。

震
災
用
井
戸

問　

震
災
用
井
戸
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

調
査
で
７
か
所
の
井
戸
が
故
障

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
の
後
の
対
応
は
。
市
内
３
か

所
の
応
急
給
水
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
未
耐
震
で
首
都
直
下
地
震
等

に
対
応
で
き
て
い
な
い
。
水
道

は
１
か
月
か
ら
数
か
月
止
ま
る

可
能
性
も
あ
る
。
全
市
民
へ
の

水
の
備
蓄
は
何
日
分
か
。

答　

５
か
所
の
井
戸
は
改
修
し
、

２
か
所
は
近
隣
の
井
戸
所
有
者

と
連
携
体
制
を
構
築
し
た
。
水

の
備
蓄
は
17
日
分
だ
。

意
見　

そ
れ
で
は
不
十
分
だ
。

災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
に
も

避
難
所
で
井
戸
や
プ
ー
ル
の
水

を
い
つ
で
も
飲
め
る
よ
う
に
浄

水
器
を
備
え
る
べ
き
だ
。

田
無
第
三
中
学
校
へ
の
公
共

施
設
の
複
合
化

問　

田
無
第
三
中
学
校
の
建
て

替
え
に
伴
う
公
共
施
設
の
複
合

立
憲
民
主
党菅

原　
み
ほ	

千
間　
い
ず
み

森　
し
ん
い
ち

今
と
将
来
を
ど
う
支
え
る
か

市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
ぬ
け

化
方
針
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

施
設
配
置
や
フ
ロ
ア
配
置
が
未

だ
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

平
面
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
や
教
職

員
、
地
域
の
方
々
等
へ
の
意
見

聴
取
等
を
経
て
、
進
め
て
い
き

た
い
。

問　

西
原
総
合
教
育
施
設
の
今

後
に
つ
い
て
、
検
討
状
況
は
。

答　

施
設
利
用
を
し
て
い
る
各

団
体
へ
の
情
報
提
供
を
し
な
が

ら
、
調
整
を
進
め
て
い
る
。

意
見　

慎
重
な
協
議
や
調
整
が

さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
が
、
複

合
化
す
る
施
設
規
模
に
つ
い
て

も
改
め
て
検
討
が
さ
れ
る
べ
き
。

在
宅
療
養
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー

に
し
の
わ

問　

支
援
拡
充
の
詳
細
は
。

答　

に
し
の
わ
の
体
制
強
化
及

び
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
を

行
う
。

意
見　

歯
科
医
と
の
連
携
も
重

要
と
考
え
る
。
医
療
・
介
護
は

人
材
不
足
。
人
材
養
成
を
求
め

る
。

駅
窓
口
の
遠
隔
化
対
応

問　

西
武
柳
沢
駅
と
東
伏
見
駅

の
窓
口
廃
止
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

対
応
化
を
市
が
知
ら
さ
れ
た
の

は
い
つ
で
、
そ
の
対
応
は
。

答　

昨
年
11
月
に
知
り
、
利
便

性
、
安
全
性
の
確
保
と
確
実
な

情
報
提
供
を
事
業
者
に
求
め
た
。

庁
内
情
報
共
有
は
12
月
末
。

意
見　

11
月
時
点
で
、
庁
内
で

情
報
共
有
し
、
市
民
へ
の
影
響

を
検
討
す
べ
き
。
市
は
市
民
の

不
安
払
拭
に
努
め
よ
。

議会 I N F O

受付で貸し出している
専用レシーバー

Q.どんな仕組み？
A. 議場・委員会室のマイク音声を磁気波に変え、
補聴器やレシーバーへ直接飛ばすシステムです。

Q. 誰でも使える？
A. 補聴器をお持ちの方は、「Tモード（テレコイル）」
に切り替えてご使用いただけます。
専用レシーバーの貸し出しも行っています。ご希望
の方は、傍聴手続の際、受付にてお申し出ください。

議会の傍聴席に「磁気ループ」を導入しています。
議員や市長の声を、直接耳元でお聞きいただけます。
「傍聴してみたいけれど、聞こえに不安がある」という方
も、ぜひお気軽にお越しください。

マイクの声を、
もっと近くに

議会の議論を、もっとクリアに聞き取りやすく

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

市
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

市
民
生
活
を
守
る
市
政
へ
転
換
を

大
竹　
あ
つ
子	

や
ま
き　
明
美

中
村　
す
ぐ
る
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